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　　秋季は、例年海釣り中の事故が多く発生しています。
　　釣りに出かける際には、安全に関する情報を事前に入
手するほか、救命胴衣を常時着用し、単独行動は控えて、
複数人で行動するなど「もしも」の場合に備えましょう。
　　肝心なのは「大切な自分の命は自分で守る」ことです。
　　詳しくは、海上保安庁「ウォーターセーフティガイド」で
ご確認ください。
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